
様式２ 

事 前 評 価 書 

１ 事業名 

畑地帯総合土地改良事業 

地区名・路線名等 

舞木乙部地区 

２ 事業概要 

(1) 位置    豊田市 

(2) 規模・内容 用水路 14.8 ㎞、農道 1.5 ㎞   

(3) 事業期間  平成 22 年度～平成 27 年度 

(4) 事業費   598 百万円 

３ 必要性 

本地区は桃、梨、柿を主体とした果樹地域を形成しており、用水施設については、整備

後 20 余年が経ち老朽化等による漏水が頻発している。また、農道においては、一部が砂利

道となっていることから、作物の荷痛み等営農に支障をきたしている状況である。 

消費者ニーズの多様化に伴う農産物に対する高品質化に対応して地域が築いてきたブラ

ンドを維持し、市場性の高い良質な農産物を生産するため、本事業により用水、農道の更

新整備を行い、農産物の品質低下等の要因を取り除き、担い手農家の経営の安定と高付加

価値農業の維持推進を図る必要がある。 

４ 事業効果  

(1) 評価期間          46 年 

(2) 基準年度          平成 21 年度 

(3) 基準年における総費用（Ｃ） 1,172,804 千円 

(4) 基準年における総便益（Ｂ） 1,551,921 千円 

(5) 便益の内訳         作物生産効果、品質向上効果、 

営農経費節減効果、維持管理費節減効果、 

営農に係る走行経費節減効果 

(6) 費用対効果（Ｂ／Ｃ）    1.32 

(7) その他           特になし 

５ 事業をめぐる社会情勢 

本地区は、比較的なだらかな丘陵地帯であり、恵まれた気象条件のもと、梨を主体とし

た果樹農業地帯を形成している。 

しかし、高齢化、後継者不足といった近年の農業をとりまく環境は果樹においても厳し

く、農業経営の合理化、担い手の支援を図ることが急務になっている。 

６ その他特記事項 

特になし 

 


